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インターバンクの声 （2017 年 5 月 9 日） 
 

仏大統領選の決選投票では、マクロン候補がルペン候補に大差を付けてあっさり勝

利した。予想通りの結果で EU 圏の先行き政治リスクが薄れたとあって、週明けのア

ジア市場では安全資産とされる円を売ってドルを買い戻す動きが活発化するかと思

われた。 

早朝のオセアニア市場こそ週末のニューヨーク市場終値から 50 銭ほど円安方向に

窓を空けて 113 円台で取引が始まったものの、113 円台での取引はこの場面だけで、

週明け東京市場のオープン時間にはすでに 113 円を割っていた。 

円安を好感して大幅に上昇して寄り付いた日経平均は、日中も上げ幅を広げてい

ったがドル円はつれ高とはならず、欧州勢が参入し始める頃には 112 円台中盤まで

円買い・ドル売りが進んでしまった。 

その後のロンドン、ニューヨーク市場ともに主要な経済指標の発表もなく、米連邦準

備制度理事会（FRB）が 6 月に追加利上げをする可能性が高まっていること位だけ

ではドルを買い戻しにくいと思っていたが、早朝あっさり 113 円台に戻っているでは

ないか。 

ニューヨーク時間の担当者に確認しても、米長期金利の上昇くらいしか材料はなか

ったらしい。その長期金利にしても 10年債で週末水準から 3ベーシス程度上昇した

に過ぎない。モメンタムがドル高方向に傾いてきたのかも知れないが、まずは 113 円

40 銭前後の上抜け確認が必要だ。 
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